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研究成果の概要（和文）： 
博物館や動物園が学校教育と連携して、地域の教育の質の向上に貢献し、同時に子供たちが博
物館や動物園に親しみを抱くことができるような仕組み作りを目指し、特に理科の生物分野を
中心に、標本を活用した教材開発、学習プログラムの開発・実践、および博物館員と学校教員
との人的ネットワークの構築に取り組んだ。連携の事例は人的ネットワークを介して地元を中
心に広がり、博物館資料を用いた授業は子供たちに好影響を与えることができた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
Museum activity in cooperation with school education, placing importance on locality, 
has been attempted and examined. Curriculum-oriented science education programs 
were developed and practiced at both museum/zoo and schools. These programs were 
proved to be effective in cooperation between museum and school education. 
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年度  

  年度  
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科研費の分科・細目：時限・博物館学 
キーワード：博学連携、博物館、動物園、理科教育 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）博物館学校連携の現状 
 子供たちの理科離れが指摘されるように
なって久しい。状況を打開するための方策の
一つとして、1996 年の中央教育審議会答申
「２１世紀を展望した我が国の教育の在り
方について」をはじめとする各種答申では、
学校教育と博物館等の社会教育施設との連

携の重要性が挙げられている。 
 これらの答申は新しい学習指導要領に取
り入れられ、「博物館や科学学習センターな
どと連携，協力を図りながら，それらを積極
的に活用するよう配慮すること」という文言
が明記されることとなった。 
 理科教育における自然史系の博物館と学
校の連携による教育実践は、意欲ある教員や



博物館職員によって種々取り組まれており、
報告例も多い。しかし、人的、時間的、経済
的などの様々な障壁によって、日常のありふ
れたものとはなり得ていないのが現状であ
る。 
 
（2）動物園における学習利用の現状 
 研究代表者の所属する（財）日本モンキー
センターは、附属博物館世界サル類動物園に
おいて多くの児童、生徒を受け入れてきたが、
その大半は小学校低学年の遠足に片寄り、教
科学習の中で活用する事例はほとんど見ら
れなかった。 
 しかし本来、博物館や動物園は標本資料や
専門性を持った人材などの教育資源を有し
ており、これらを活用する余地が十分に残さ
れていた。 
 
（3）地域に根ざした博物館の活性化 
 学校とその近隣の博物館との連携が取れ
ており、子供たちが授業において博物館の楽
しさを知るという体験ができていれば、正課
の時間外であっても、興味をもった児童・生
徒が自発的に訪れることが可能となる。子供
たちが興味をもって博物館を度々訪れ、関心
を深めることができるようになることは、教
育の観点からも博物館にとっても望ましい
姿である。 
 すなわち、博物館が地域の学校と連携し、
理科教育の質の向上に助力するということ
は、博物館の活性化にもつながる。 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景から、博物館、動物園な
どの社会教育施設を学校の学習の中で活用
することは、子供たちの興味・関心を引き出
し、学校教育の充実に寄与することができる。
一方、博物館にとっても、地域の学校と連携
し、理科教育等の向上に助力することは、子
供たちの来館の増加、活性化につながると考
えられる。 
 本研究では、自然史系博物館と地域の学校
とが連携し、児童・生徒に本物の標本等に触
れるという博物館体験をさせることで理科
学習への意欲を高め、博物館に親しみを感じ
させるような、地域密着型の博物館活動のあ
り方の模索、検証を試みた。 
 
３．研究の方法 
（1）教材開発 
 理科を中心とする教科教育における博物
館と学校の連携を視野に、博物館資料を活用
した教材開発を行った。 
① 骨格標本：（財）日本モンキーセンターが

豊富に所蔵する骨格標本から、動物の形
態や進化について学ぶことのできる教材
を整備した。 

② 樹脂含浸標本・樹脂包埋標本：骨格標本
は取り扱いが比較的容易であるため利用
しやすいが、教科の単元等との整合性の
点からいえばやや外れたものとなりがち
である。理科教育のカリキュラムに接近
するには臓器液浸標本等を活用すること
が望ましいが、人体に有害なホルマリン
を使用した標本は、子供たちへの提示が
難しい。そこで、水分を樹脂に置き換え
た樹脂眼浸標本や樹脂法埋標本を作成し、
安全に観察ができる教材を整備した（図
1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 1．ニホンザル妊娠子宮と胎児 
     の樹脂含浸標本 
③ その他：映像資料、ワークシート等の整

備を行った。 
 
（2）学習プログラムの開発 
 小学校高学年、中学校、高等学校の理科を
念頭に、学習プログラムの開発を行った。プ
ログラム作成に当たっては研究協力者をは
じめとする学校教員の協力を仰ぎ、連携しな
がら進めた。 
 
（3）教員研修会の開催 
 教員を対象とした研修会を開催して、事例
紹介やプログラム体験によって教員の関心
を高めるよう努めた。 
 また、これにより、博物館学校連携に興味
を持つ学校教員の人的ネットワークの構築
を目指した。 
 
（4）効果の分析 
 連携実践に当たっては、児童、生徒、およ
び教員にアンケートを行ったり、感想文を分
析したりすることで、波及効果の測定を行っ
た。 
 
４．研究成果 
（1）学習プログラムの稼働状況 
 開発したプログラムは、研究協力者の所属
校や関係先の学校を皮切りに、順次実践をお
こなった。 
 実践は研究協力者とは直接関係のない学
校にも波及し、結果として助成を受けた期間
中の来園、出前授業合わせた稼働実績は、
2008 年度 16 件、2009 年度 13 件、2010 年度
16 件と、多数に上った（表 1）。 



 
表 1．開発した学習プログラムの稼働実績 

 来園 出前授業 

2008（H20）年度 9 7 

2009（H21）年度 5 8 

2010（H22）年度 7 9 

 
 連携した教科の単元としては、小学校 4年
生理科「骨と筋肉のはたらき」、小学校 5 年
生理科「誕生のふしぎ」、小学校 6 年生理科
「からだのつくりとはたらき」、中学校理科
第 2分野「動物の生活と種類」が多数を占め
た。 
 
（2）学習利用の件数、構成比の変化 
 学校との連携に本格的に取り組み始める
前の2004年度と、取り組みが本格化した2009
年度を比較すると、学習利用の件数は 79 件
から 155 件へと大幅に増加した。 
 また学校の構成比を見ると、中学校と高等
学校の件数が増えており、学校と連携して開
発したプログラムが受け入れられているこ
とがわかる（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．学習利用件数の変化 
 
（3）実践への反応 
 児童・生徒の反応は肯定的なものが多数を
占めた。一例として、名古屋市の N高等学校
の実践例では、骨格標本を用いて進化を学ぶ
プログラムに参加した生徒 30名のうち 25名
（83.8％）が「面白かった」と回答し、高い
関心を示した。 
 また、連携においては、学校の授業に役立
つだけではなく、博物館について知ってもら
うことも重要である。 
 この点についても、例えば犬山市の I中学
校との連携では、標本を使用したプログラム
の後で標本庫の見学をしたプログラムでは、
後日の感想文で参加生徒 90 名中 43 名
（47.8％）が標本庫について言及し、博物館
活動への関心が高まったことがわかる。 
 また、関わった教員の評価も高く、多くは
次年度以降も改善を加えつつ継続している。 

 
（4）まとめ 
 以上に見るように、学校と連携して学習プ
ログラムを開発し、実践していくことで、地
域の学校教育に貢献しつつ、博物館活動につ
いて地域の児童・生徒の理解も得ることがで
きた。 
 利用する側、提供する側の双方が積極的に
「連携」できたからこその成果といえるだろ
う。 
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